
施策
0201 子どもの教育と保育

　少子化が進む中、子どもを安心して産み育てることが
できる環境づくりや、子どもの安心・安全な居場所を確保
していくことは、本市の大きな課題となっています。
　少子化や女性の社会進出の進展、さらには家族構成
の変化や地域のつながりの希薄化に伴い、子育てに関

する不安や孤立感を抱える人が増えています。こうした
子育て世代の不安の軽減を図るため、ニーズに応じた場
を提供し、必要な子育て支援サービスが有効に活用され
るよう、市民周知に努める必要があります。

と現状 課題

　子育てに関する環境をより良いものにすることにより、子どもを安心して産み育てることが
できるまちを目指します。

 子どもの健やかな成長を支援し「子育てするなら伊達市」の定着 

目指すべき 姿
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※1 �放課後児童クラブ：放課後帰宅しても保護者が就労などにより家庭にいない児童に対し、適切な遊びや生活
の場を与え、その健全育成を図る事業

※2 �放課後子ども教室：P58参照

用語解説

　社会情勢や子育て世代の悩みを把握し、子育て環境
を整えることを重視しながら、子育て支援に取り組みま
す。共働き家庭など日中保護者がいない子どもに対す
る、放課後児童クラブ※1や放課後子ども教室※2の充実
など、社会的な支援が必要な子ども・家庭も含めたすべ
ての子どもと家庭を社会全体で支える取組を進めます。

01
子育て支援体制の充実

　幼児期の教育・保育が人格形成の基礎を培うことか
ら、就学前の質の高い教育・保育の提供を行います。

02
幼児教育及び 

保育サービスの充実

な必要 取組
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施策
0202 次代を担う子どもたちを育む教育の実現

　伊達市の未来を担う人材の育成は、地域が一丸となっ
て取り組むべき課題であり、そのためには、教育環境の
充実を図ることがとりわけ重要です。変化の激しい社会

に柔軟に対応し、力強く生き抜く力が求められている中、
自らの手で困難を乗り越え、未来を切り拓く力を持つ人
材を育む教育環境づくりを推進する必要があります。

と現状 課題

　教育環境の整備により、次世代を担う子どもたちがのびのびと成長するまちを目指します。

 生きる力を育み、未来を見据えた教育環境の実現 
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※1 �「だて学」：P58参照　　　※2 �食育：P33参照用語解説

　一人ひとりが、基本的な倫
理観や規範意識を身につけ、
豊かな心と健やかな体を育成
する取組を支援します。

02
豊かな心と

健やかな体を育む
教育の推進

　健康的な食事を取り、望まし
い食習慣を身に付けるため、
伊達市の食材を用いた教育活
動や家庭への啓発活動を進め
ます。

03
食育※2・健康教育

の推進

　児童生徒の学力向上に努め、
新しい時代を生き抜くための実
践的な力を育成するとともに、
伊達市の教育資源を生かしたふ
るさと創生教育「だて学」※1を通
して特色ある学校づ
くりを進めます。

01
確かな学力の向上を
目指し特色ある
学校づくりの推進

　安心・安全な学習環境の整備
を計画的に進めます。

05
学校施設・設備

の充実

　学校の適正規模化を図り、
児童生徒のより良い教育環境
づくりに努めます。

06
学校適正配置
の推進

　学校・家庭・地域が互いに情
報共有し、それらが連携して子
育てに取り組むための学習機
会の提供を行い、地域と連携
した学校づくりの推
進に努めます。

04
家庭や地域の教育力の
向上と学校を支援する
体制づくりの推進

　青少年の健全育成のために、
関係機関と連携し、時代に合っ
た環境整備や指導を行います。

07
非行防止指導体制

の充実

な必要 取組
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0202 07
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施策
0203 生涯学習

※1の推進と地域人材の育成

　どの世代もいきいきと活躍できる環境を整え、多世代交流につなげ、さらに活力を高められる
まちを目指します。

 「楽しい」がみつかり、自分らしく輝くことができるまち 

目指すべき 姿

　生活様式の多様化や、少子高齢化、国際化の進展に
伴い、仕事以外の生涯にわたっての生きがいづくりなど、
市民の生活を豊かにするための生涯学習活動に対する
ニーズは年々広がりと深まりを見せています。

　国籍や年齢を問わず、全ての市民が互いを尊重し合
い、活躍できる環境をつくるとともに、多様な学習機会
の創出や情報提供を行い、誰もが参加しやすい生涯学
習体制の整備・推進を図る必要があります。

と現状 課題

※1 �生涯学習：P25参照用語解説
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※1 �市民講座：生涯学習や学習活動を通じた仲間づくりなど、生活に潤いをもたらす機会の提供を目的とした、伊
達市民向けの少人数制講座

※2 �長生大学：生涯学習を通じて教養を高め、心豊かな生活が送れるように、高齢者向けに開校している大学
※3 �ネイティブ：ここでは、英語を母国語として話す人のこと

用語解説

　異文化との交流やネイティ
ブ※3 の言語に触れられる機会
の提供により、国際理解の促
進やコミュニケーション能力の
育成に努めます。

02
国際感覚をもった

人材の育成

　次代を担う青少年育成のた
め、さまざまな地域活動や体
験活動の場を提供し、青少年
へ適切な支援を行う団体の取
組を推進します。

03
心を育む体験活動や

青少年団体活動の推進

　楽しく学べる市民講座※1や
長生大学※2 の充実を図り、生
涯にわたって学び成長し続けら
れるような学習機会を提供しま
す。

01
生涯にわたる充実した

学習機会の提供

　読書活動を推進するととも
に、市民ニーズに対応した情
報提供や施設の増改築に向け
た研究を進め、知的活動を支
援します。

04
図書館サービス

の充実

な必要 取組
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施策
0204 みんなが楽しめるスポーツの振興

※1 �ニュースポーツ：スポーツの原点である「楽しさの追求」を第一に考案、改良された、誰もが、いつでも、ど
こでも手軽にできるスポーツの総称

※2 �ノルディックウォーキング：P12参照

用語解説

　伊達市では、生涯にわたってスポーツに親しむことが
できるよう、健康づくり事業やスポーツ教室の開催、ス
ポーツ団体の育成やスポーツ大会への参加と開催に対す
る支援を行っています。
　市民の健康・体力づくりに対する関心は高く、生きが
いのある生活を送るため、子どもから大人までがスポー

ツに親しむことができる環境づくりが必要です。
　また、市民のスポーツ活動に対する意識やニーズも多
様化しており、それぞれの年齢や体力、レベルに応じた
活動の場の提供と情報発信など、誰もが気軽に、生涯
にわたってスポーツを続けられる環境づくりを更に推進し
ていくことが求められています。

と現状 課題

　年齢や性別に関係なく、ま
た体力に応じて、気軽に参加
することができるニュースポー
ツ※1やノルディックウォーキン
グ※2などの普及に取り組みま
す。

01
身近で気軽にスポーツを楽しむ
ことができる場と機会の提供

　スポーツ少年団をはじめとし
たスポーツ団体への支援を通し
て、スポーツ人口の拡大と指
導者の育成に努めるとともに、
各種スポーツ大会の開催と参
加に対する支援を行い、スポー
ツに親しむ意識の高揚と啓発
に努めます。

02
スポーツ活動環境の 

充実と普及促進
　市民が安全で快適にスポーツ・
レクリエーション活動を楽しむこ
とができるよう、施設及び備品
等の計画的な維持管理等に取り
組むとともに、各スポーツ施設
等の特性に応じた運営内容の充
実と利用促進に向けた情報発信
に取り組みます。

03
スポーツ施設の整備と

充実

な必要 取組

　関係機関及び団体と連携し、誰でもいつでもどこでも、
生涯にわたり気軽にスポーツに参加できるよう、多種多様
なスポーツ活動の推進を図ります。

 誰もが気軽に参加できる  
 スポーツが盛んなまち 

目指すべき 姿
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施策
0205 歴史・文化芸術を生かしたまちづくり

※1 �ジオパーク：P37参照
※2 �造詣：学問・芸術・技術などについての深い知識や優れた技量

用語解説

　伊達市は、洞爺湖有珠山ジオパーク※1のシンボルであ
る有珠山の恵みを受け、古くから人が集まる地域であり、
北黄金貝塚などの縄文遺跡を数多く有し、これら先史文
化を基盤としたアイヌ民族の歴史と、明治初期の仙台藩
亘理伊達家による集団移住の歴史をあわせ持つまちです。

　また、芸術分野においても、日本や世界で通用する芸
術家の育成や、文化団体と連携した市民の文化活動の
促進などの取組が進められています。一方で、こうした
取組は成果が表れるまで時間と労力がかかるため、継続
して取り組むことが重要です。

と現状 課題

　日頃から文化芸術に触れる
機会を提供し、豊かな感性や
個性を育む取組を進めます。

01
文化芸術活動の充実

　一流指導者による美術や音
楽の芸術家を育成するととも
に、文化芸術に対する造詣※2

を深める美術展や音楽会など
を開催します。

02
芸術家の育成

　有形・無形文化財の調査・保
存に努め、だて歴史文化ミュー
ジアムでの展示や体験学習事
業など、積極的に文化財を活
用します。

03
文化財の保存と 

積極的活用

な必要 取組

　先人たちが築いた地域の歴史や文化を大切にし、質の高
い生活文化や芸術文化に親しむことができるまちを目指し
ます。

 地域の歴史を誇りにする  
 文化的活動が盛んなまち 

目指すべき 姿
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